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　表紙写真は、米原中学校で実
施された米中フェスタ体育の
部の様子です。
　個人種目では、走り幅跳びや
100ｍ走、ハンドボール投げ
などを行い、団体種目では
400ｍリレーや障害物リ
レー、団アピール（応援合戦）な
どを披露されました。
　団アピールは、全校が２つの
チームに分かれ、旗振り役が音
頭を取り、皆が一丸となって音
楽に合わせたアピールを繰り
広げ、終了したときには大きな
拍手が沸き起こっていました。
　生徒たちの熱のこもった応
援もさることながら、大勢の保
護者らも応援に来られ、白熱し
たフェスタとなりました。
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21 77号発行月
7月37,067人

78号発行月
10月36,979人

down

減少

空へ響け青春のエ
ール

米中フェスタ体育の部（9月27日）

人口変動カウンター
まちのリアル〔現実〕をあなたと共有
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討 論 の 広 場討 論 の 広 場
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“我がまちのために！” 私は執行部に
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詳細は、P4～9へ

　　議会が　　 した主な補正予算　　議会が
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クロ討クロ討
クローズクローズ
　アップ討論　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第７０号
　米原市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

　マイナンバー法の一部改正により、被保険者証が廃止されることに伴い、被保険
者証の返還に応じない者に過料を科す規定を削除すること。

議案第７０号を原案のとおり可決することについて

賛成９人　×　反対４人　　賛成多数で可決
※本会議当日、1人欠席者がありました。

民生教育常任委員会で議案第７0号を原案のとおり可決することについて

賛成４人　×　反対２人　　賛成多数で可決
※委員会当日、1人欠席者がありました。

賛成者と反対者の一覧はP5

　マイナ保険証の全国利用率は、７月時点でわずか11.13%にとどまる。
トラブルが多く国民に拒否されており、保険証の廃止は問題である。
　国保税は賦課徴収し、保険証は渡さないという政府の態度は異常だ。マ
イナ保険証を持っていない人には、当分の間、従来の保険証と同様に使える
資格確認書が申請なしに届くことになるが、これをわざわざ発行し続ける
なら、今までの保険証を残せば事足りるのではないか。
　また問題なのは、６カ月短期保険証が廃止されることだ。その場合、資格
確認書が発行されるが、納付がない場合、受診時に全額負担となり、医療受
診の低下をもたらし、国民の生存権を脅かす。
　以上、保険証廃止に伴う条例改正に反対する。

議案第７０号に対する討論

反 対
山𦚰　正孝　議員
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第３回定例会　議決結果一覧
●全員賛成で原案可決・認定・適任・承認とした案件

【総産建】総務産業建設常任委員会
【民生教】民生教育常任委員会
【予算決算】予算・決算常任委員会

●賛否が分かれた案件　※賛成者は「○」反対者は「×」　議長は採決に加わりません。

　　番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件名 付託先

報告第　６号　専決処分の報告について（給食配送車対物事故）
報告第　７号　令和５年度健全化判断比率について
報告第　８号　令和５年度資金不足比率について
承認第　５号　専決処分の承認を求めることについて（令和６年度米原市一般会計補正予算（第４号））
承認第　６号　専決処分の承認を求めることについて（令和６年度米原市一般会計補正予算（第５号））
諮問第　１号　人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第　２号　人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第　３号　人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第　４号　人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第　５号　人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第　６号　人権擁護委員候補者の推薦について

認定第　１号　令和５年度米原市一般会計歳入歳出決算認定について
認定第　２号　令和５年度米原市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について
認定第　３号　令和５年度米原市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について
認定第　４号　令和５年度米原市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について
認定第　５号　令和５年度米原市駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定について
議案第６３号　令和５年度米原市水道事業会計剰余金の処分および決算認定について
議案第６４号　令和５年度米原市下水道事業会計剰余金の処分および決算認定について
議案第６５号　令和６年度米原市一般会計補正予算（第６号）
議案第６６号　令和６年度米原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
議案第６７号　令和６年度米原市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
議案第６８号　令和６年度米原市下水道事業会計補正予算（第２号）

【予算決算】

議案第６９号　米原市農業集落多目的集会施設条例の廃止について
議案第７１号　米原市消防団条例の一部を改正する条例について
議案第７２号　財産の譲渡について（米原市農業集落多目的集会施設）
議案第７３号　財産の取得について（除雪車）
議案第７４号　財産の取得について（除雪車）
議案第７５号　財産の取得について（除雪車）

【総産建】

議案第７６号　令和６年度米原市一般会計補正予算（第７号） 【予算決算】

意見書第３号　県と市との連携による産業用地開発事業に関する候補地の決定に係る意見書案
決議第　３号　脱炭素先行地域づくり事業に関する決議書案
発議第　４号　米原市議会基本条例の一部を改正する条例について
発議第　５号　米原市議会会議規則の一部を改正する規則について

議　　案
付
託
先

討
論

結
果

天翔クラブ 政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団 無会派
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一般会計
歳出決算額
約228億
6千万円

一般会計
歳入決算額
約237億
6千万円

民生費32％
福祉関連
経費など

総務費11％
電算関連経費など

土木費11％
道路建設関連経費など

教育費11％
学校関連
経費など

公債費9％
借金の返済

市税28％
市民税や
固定資産税
など

地方交付税28％
国からの配分金市債7％

お金の借入れ

その他37％
国や県からの
お金など

（地方交付税
を除く）

その他26％
消防・医療
関連費など

95
（％）

（年度）

90

85
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一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
約
８
億
３
千
万
円
の
黒
字
（
前
年
度
比
約
６
千
万
円
増
）

一
般
会
計
の
借
金（
市
債
）の
新
規
借
入
額
は
約
17
億
２
千
万
円
で
、前
年
度
に
比
べ
約
１
億
４
千
万
円
増
加
し
た
。
そ
し
て
一
般
会
計
の
借
金
残
高

は
約
２
５
４
億
１
千
万
円
で
、前
年
度
に
比
べ
約
２
億
４
千
万
円
の
減
少
と
な
っ
た
。
ま
た
、一
般
会
計
の
貯
金（
基
金
）は
約
１
６
５
億
４
千
万
円

で
、前
年
度
に
比
べ
約
９
億
１
千
万
円
増
額
と
な
っ
た
。

県内19市町中、16位
（県内市町加重平均0.688）

※いずれも速報値

県内19市町中、4位
（県内市加重平均91.8％）

※いずれも速報値

１に近いほど、１を超えるほど良い
0.5程度で推移し、地方交付税に頼っている状況にある

上昇傾向が続き財政の弾力性は低下していたが、令和３年度から改善傾向にある

予算・決算常任委員会にて、８日間の審査を実施。
一般会計の決算認定を賛成多数で認定すべきものと決定。

本会議で一般会計の決算認定を採決した結果　総 員 賛 成 で

比率が低いほど、財政に弾力性有り

□ 財政力指数 … 自前の収入の割合

□ 経常収支比率 … 収入にしめる恒常的に発生する支出の割合

一般会計決算認定までの経過

0.513

87.7％

令和５年度

決算
審査
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○�脱炭素先行地域づくり事業の太陽光発電設備設置に伴う補助金支出について、約
２億３千万円の補助金を支出している。昨年度は発電設備を設置せずに、材料購入のみ
であったにも関わらず、市は事業者への補助精算を認めた。補助金は、事業が完了した後
に支出することが原則である。事業が完了していない状態での補助金支出は適切なのか
今一度考えられたい。

○�びわ湖放送（株）への４００万円の追加出資について、放送設備更新のために、市は株式を
追加取得した。多額の増資を行っているにも関わらず、放送内容が以前と変わらず、市の
要望が反映されていないように感じる。県内の情報番組がさらに増えるようびわ湖放送
（株）へ要望すべきだ。

○�マイナンバーカードの市民保有率が83.８％で県内１位かつ全国７位の普及率（令和６
年３月31日時点・町村除く）となったことは非常に喜ばしい。今後は、まだ所持されて
いない市民に対して、より効果的に普及啓発していくべきである。また、マイナンバー
カードをさらに利活用し、市民の生活向上につながるようさまざまな事業を展開すべき
だ。

○�本年１２月２日から、マイナ保険証へ切り替わることに伴い、国民健康保険短期被保険者
証が廃止となることや、マイナポータルでの手続き方法など、適切な周知に努められた
い。また、国保税の納入が困難な世帯においては、福祉部局とも相談・連携の上、医療窓
口にて一時的に10割負担となる世帯が少なくなるように対応すべきだ。

○�安心安全で快適な学習環境を確保するため、昨年度、市教育委員会は市内小中学校の学校
施設の改修を行った。今後は可能な範囲でアンケートなどを実施し、子どもや教員からの
声を聴くことで、施設利用者の意見を施設整備に反映できる仕組みを検討されたい。

令和５年度
決算審査報告書

市政情報発信事業

電算管理事業

国民健康保険事業特別会計

環境対策事業

小中学校施設整備事業

議会でチェック！

予算・決算常任委員会
委員長　　礒谷晃
副委員長　中川雅史
委員　　　振角大祐、山口久志、鹿取和幸、藤田正雄
　　　　　山𦚰正孝、今中力松、中川松雄、堀江一三
　　　　　山本克巳、𠮷田周一郎、鍔田明（欠席）
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報告します！問
　
補
助
金
の
増
額
に
つ

い
て
、
申
請
状
況
と
執
行

見
込
み
は
。

答
　
22
自
治
会
か
ら
申
請

が
あ
り
、
申
請
分
に
つ
い

て
は
予
算
が
確
保
で
き
れ

ば
要
綱
に
基
づ
き
支
出
す

る
見
込
み
で
す
。

問
　
今
後
大
き
な
修
繕
は

あ
る
か
。

答
　
今
後
、
雨
漏
り
防
止

な
ど
の
長
寿
命
化
の
工
事

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
　
経
営
状
況
は
。

答
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
入

込
客
数
は
若
干
減
少
し
ま

し
た
が
、
最
近
は
年
間
約

37
万
人
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
収
益
に
つ
い
て
は
、

年
間
２
０
０
万
円
前
後
の

マ
イ
ナ
ス
収
支
が
隔
年
ご

と
に
続
い
て
い
る
状
況
で

す
。

問
　
長
寿
命
化
工
事
に
お

い
て
市
と
し
て
考
え
て
い

る
こ
と
は
。

答
　
足
湯
を
使
用
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
撤
去
し

て
駐
車
場
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
地
元
自
治
会
（
上
板

並
区
）
や
住
民
の
協
力
体

制
は
。

答
　
地
元
の
方
の
雇
用
も

含
め
て
、
地
元
と
一
体
に

な
り
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
に
考
え
て
お

ら
れ
ま
す
。

問
　
施
設
の
改
修
費
用
の

財
源
は
。

答
　
改
修
費
用
約
４
千
万

円
の
う
ち
、　
国
費
が
１
千

万
円
、　
市
費
が
１
千
万
円
、

事
業
主
が
２
千
万
円
に
な

る
予
定
で
す
。
金
融
機
関

な
ど
の
融
資
な
ど
も
活
用

し
な
が
ら
改
修
さ
れ
る
予

定
で
す
。

問
　
こ
の
土
地
に
つ
い
て

は
ほ
場
整
備
の
創
設
換
地

で
生
ま
れ
た
経
緯
が
あ
り
、

管
理
者
負
担
金
の
有
無
は
。

答
　
市
は
負
担
金
に
つ
い

て
支
払
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
事
業
が
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
場
合
や
事
業
が

譲
渡
目
的
に
合
わ
な
か
っ

た
場
合
、
土
地
や
建
物
は

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の

か
。

答
　
地
元
の
自
治
会
に
譲

渡
す
る
こ
と
に
な
り
、
土

地
や
建
物
を
市
に
返
還
す

る
条
項
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
運
営
予
定
事
業
者
と

自
治
会
が
協
議
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
リ
ー
ス

方
式
か
ら
購
入
方
式
に
変

更
し
た
理
由
は
。

答
　
近
年
の
物
価
高
騰
な

ど
に
よ
り
同
じ
車
両
の
リ

ー
ス
代
が
今
ま
で
約
70
万

円
で
し
た
が
約
３
０
０
万

円
弱
に
高
騰
し
ま
し
た
。

約
１
千
万
円
の
車
両
価
格

の
場
合
、
約
５
年
間
リ
ー

ス
す
れ
ば
購
入
す
る
ほ
う

が
安
価
に
な
り
ま
す
。
他

の
除
雪
車
に
つ
い
て
も
、

購
入
に
変
更
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
購
入
の
場
合
、
修
繕

費
や
車
検
費
用
な
ど
が
市

負
担
に
な
る
が
そ
の
見
込

み
額
は
。

答
　
車
両
の
劣
化
度
に
も

よ
り
ま
す
が
、
１
台
当
た

り
年
間
の
修
繕
費
は
約
30

万
円
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
10
年
以
上
の
長
期
間

使
用
す
る
と
修
繕
経
費
が

増
え
る
た
め
、
５
年
か
ら

10
年
の
間
で
更
新
す
る
ほ

う
が
費
用
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
補
正
予
算
案
を
除
く

議
案
の
採
決
を
行
い
ま
し

た
。

　
慎
重
審
査
の
結
果
、
議

案
第
69
号
、
議
案
第
71
号

の
条
例
案
件
、
議
案
第
72

号
財
産
の
譲
渡
、
議
案
第

73
号
か
ら
議
案
第
75
号
ま

で
の
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
は
討
論
が
な
く
総
員
賛

成
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　「
県
と
市
と
の
連
携
に

よ
る
産
業
用
地
開
発
事
業

に
関
す
る
候
補
地
の
決
定

に
係
る
意
見
書
案
」
を
審

議
し
ま
し
た
。

　
地
域
振
興
の
観
点
か
ら

北
部
圏
域
（
高
島
市
、　
長

浜
市
、　
米
原
市
）
の
地
域

か
ら
1
カ
所
を
県
が
選
定

し
ま
す
。
本
市
の
事
業
候

補
地
は
長
沢
地
先
の
国
道

８
号
東
側
の
面
積
約
18
㌶

の
農
用
地
な
ど
で
す
。
本

市
の
候
補
地
と
隣
接
す
る

長
浜
市
の
土
地
約
19
㌶
と

合
わ
せ
て
、
協
働
で
申
請

し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
市

議
会
に
お
い
て
意
見
書
を

滋
賀
県
知
事
に
提
出
す
る

こ
と
、
お
よ
び
意
見
書
案

に
つ
い
て
、
総
員
賛
成
で

決
定
し
、
議
長
あ
て
に
提

出
し
ま
し
た
。

消
防
防
災
施
設
器
具
補
助

金
に
つ
い
て

旬
彩
の
森
の
空
調
設
備
更

新
に
つ
い
て

議
案
第
69
号

農
業
集
落
多
目
的
集
会
施

設
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
72
号

財
産
の
譲
渡
に
つ
い
て

（
農
業
集
落
多
目
的
集
会

施
設
）

議
案
第
73
号

議
案
第
74
号

議
案
第
75
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
除
雪
車
）

討
論
・
採
決
結
果

委
員
会
発
議
に
よ
る
意
見

書
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
65
号

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算(
第
６
号)

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
総
務
産
業
建
設
分
科
会

委
員
長
・
分
科
会
長
　
𠮷
田 

周
一
郎

副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
藤
田 

正
雄

委
　
員	

　
山
口 
久
志
、  

鹿
取 

和
幸
、  

矢
野 

邦
昭
、

	

　
今
中 
力
松
、  

中
川 

雅
史
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報告します！◎
一
般
会
計

問
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を

利
用
し
て
い
る
米
原
市
の

不
登
校
児
童
生
徒
と
そ
の

保
護
者
に
対
し
て
、
不
登

校
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
に
対

し
て
毎
月
５
千
円
の
謝
礼

を
支
払
う
と
い
う
の
は
県

下
同
じ
な
の
か
。

答
　
こ
の
事
業
は
、
県
の

事
業
で
あ
り
、
月
１
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
、
毎

月
５
千
円
の
協
力
金
を
支

払
う
こ
と
は
県
下
に
お
い

て
ど
こ
の
市
町
も
同
じ
で

す
。

問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協

力
を
お
金
で
依
頼
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
他
の
施
策

な
ど
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
も
影
響
す
る
こ
と
か

ら
、
県
は
ど
の
よ
う
な
見

解
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

こ
の
単
価
は
妥
当
な
も
の

か
。

答
　
県
の
真
意
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
県
は
こ
の
事

業
を
、
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
支
援
策
の
一
環
と
し

て
掲
げ
て
い
る
た
め
、
市

と
し
て
も
協
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
給
食
配
送
先
の
学
校

な
ど
を
一
部
入
れ
替
え
る

だ
け
で
、
な
ぜ
備
品
購
入

に
よ
る
８
９
０
万
円
の
補

正
が
発
生
す
る
の
か
。

答
　
東
部
給
食
セ
ン
タ
ー
、

西
部
給
食
セ
ン
タ
ー
に
は
、

食
器
な
ど
の
洗
浄
機
が
あ

り
ま
す
が
、　
そ
れ
ぞ
れ
メ

ー
カ
ー
が
違
う
た
め
、
洗

浄
機
の
内
寸
の
違
い
に
よ

り
、
食
器
か
ご
や
コ
ン
テ

ナ
な
ど
を
買
い
替
え
る
必

要
が
あ
る
た
め
で
す
。

問
　
任
意
で
あ
る
は
ず
の

マ
イ
ナ
保
険
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
含
め
て
、

法
改
正
に
よ
り
ほ
ぼ
強
制

の
よ
う
な
形
で
、
保
険
証

が
廃
止
と
な
っ
て
し
ま
う
。

通
常
の
保
険
証
を
持
っ
て

い
る
市
民
は
ど
う
な
る
の

か
。

答
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
登

録
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
自
動
的
に
資
格

確
認
書
を
送
付
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

問
　
有
効
期
限
が
従
来
の

保
険
証
も
１
年
、
資
格
確

認
書
も
１
年
と
い
う
こ
と

な
ら
、
実
際
に
何
が
違
う

の
か
。
従
来
の
保
険
証
と

資
格
確
認
書
は
マ
イ
ナ
保

険
証
と
何
が
違
う
の
か
。

答
　
同
意
が
必
要
で
は
あ

り
ま
す
が
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
、

そ
の
方
個
人
の
医
療
情
報

や
、
薬
の
情
報
な
ど
を
医

療
機
関
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
限
度
額
適
用

認
定
証
な
ど
を
、
従
来
は

別
個
で
発
行
し
て
い
ま
し

た
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

お
持
ち
い
た
だ
く
と
、
自

動
的
に
上
限
で
収
ま
る
と

い
う
よ
う
な
仕
組
み
と
な

り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
勧
め
て
い
ま
す
。

問
　
資
格
確
認
書
の
有
効

期
限
は
決
ま
っ
て
い
る
の

か
。

答
　
有
効
期
限
に
つ
い
て

は
、
各
保
険
者
で
制
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

米
原
市
で
設
定
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
県
内
市

町
、　
あ
る
い
は
県
と
、
保

険
料
水
準
の
統
一
や
事
務

の
平
準
化
と
い
う
部
分
も

あ
る
の
で
協
議
・
調
整
を

進
め
た
上
で
、
従
来
の
保

険
証
と
同
じ
く
１
年
間
の

有
効
期
間
を
つ
け
る
と
い

う
形
で
準
備
し
て
い
ま
す
。

問
　
国
保
に
加
入
さ
れ
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
方
は
、
何
ら

か
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。

答
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
で
、
保

険
証
の
利
用
登
録
を
さ
れ

た
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
そ
の
ま
ま
保
険

証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

議
案
第
70
号
に
つ
い
て
は
、

反
対
討
論
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、　
賛
成
多
数
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

補
　
正
　
予
　
算

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

討
論
・
採
決
結
果

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証
へ
の
移
行
で

ど
の
よ
う
な
対
応
に
な
る
の
か

民
生
教
育
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
民
生
教
育
分
科
会

委
員
長
・
分
科
会
長
　
山
本 

克
巳

副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
振
角 

大
祐

委
　
員	

　
礒
谷 
晃
、  

細
野 

正
行
、  

山
𦚰 

正
孝
、

	

　
中
川 
松
雄
、  
堀
江 

一
三
、  

鍔
田 

明（
欠
席
）
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録画配信
はこちら

問

だ
ん
だ
ん
と
要
件
が

厳
し
く
な
る
農
業
関
係
補

助
金
は
、
大
規
模
農
家
に

は
有
利
な
制
度
か
も
し
れ

な
い
が
、
中
山
間
地
域
の

農
業
者
や
小
規
模
農
業
者

に
は
、
申
請
書
類
が
煩
雑

で
あ
る
。
補
助
金
交
付
の

条
件
と
し
て
、
段
階
的
な

経
営
面
積
の
拡
大
や
、
３

年
以
内
に
「
環
境
こ
だ
わ

り
農
産
物
」
の
作
付
面
積

を
50
％
以
上
に
す
る
こ
と

な
ど
厳
し
い
要
件
が
あ
る
。

　
小
規
模
農
家
で
も
米
原

市
の
農
地
・
農
業
を
守
り

継
続
し
て
い
く
た
め
に
努

力
を
さ
れ
て
い
る
農
業
者

の
方
々
に
も
、
使
い
勝
手

の
良
い
制
度
へ
の
見
直
し

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
国
の
農
業
関
係
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
農
地
の

集
積
・
集
約
を
推
進
す
る

た
め
の
支
援
策
が
多
く
、

大
規
模
経
営
者
と
同
様
に

中
小
規
模
農
業
者
に
求
め

ら
れ
る
要
件
は
厳
し
い
と

こ
ろ
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
も
踏
ま

え
て
、
市
で
は
、
中
山
間

地
域
や
小
規
模
農
業
者
を

含
む
市
内
農
業
者
を
対
象

と
す
る
、
中
小
規
模
農
業

者
農
業
用
機
械
導
入
支
援

事
業
補
助
金
お
よ
び
ス
マ

ー
ト
農
業
技
術
導
入
支
援

事
業
補
助
金
の
活
用
に
よ

っ
て
、
農
業
用
機
械
の
導

入
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
両
補

助
制
度
の
運
用
に
お
い
て

は
、
申
請
件
数
が
大
変
多

い
た
め
、
制
度
の
目
的
に

応
じ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
審
査

基
準
を
設
け
て
採
択
者
を

決
定
し
て
お
り
、
結
果
的

に
申
請
し
て
い
た
だ
い
て

も
不
採
択
と
な
っ
た
方
が

お
ら
れ
る
状
況
で
す
。

　
今
後
の
改
善
の
方
向
性

と
し
て
は
、
小
規
模
農
業

者
な
ど
の
申
請
枠
を
設
け

た
新
た
な
採
択
基
準
の
見

直
し
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
国
の
補
助
制
度
や
市

の
補
助
制
度
に
は
ポ
イ
ン

ト
算
定
シ
ー
ト
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
項
目
に
は

事
業
年
度
か
ら
３
年
度
以

内
に
収
益
を
20
％
以
上
増

加
さ
せ
る
こ
と
や
作
業
時

間
を
30
％
以
上
削
減
す
る

目
標
が
あ
り
、
中
小
規
模

農
業
者
に
は
大
変
厳
し
い

条
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ポ
イ
ン
ト
算
定
シ

ー
ト
の
内
容
の
簡
略
化
が

必
要
と
考
え
る
が
、
そ
の

対
策
は
ど
う
か
。

答
　
市
の
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
導
入
支
援
事
業
補
助

金
の
「
取
組
目
標
ポ
イ
ン

ト
算
定
シ
ー
ト
」
は
、
農

作
業
時
間
の
縮
減
や
収
益

の
向
上
な
ど
の
取
組
目
標

を
ポ
イ
ン
ト
化
し
た
も
の

で
、
採
択
の
判
断
に
用
い

る
こ
と
に
加
え
、
補
助
事

業
者
に
導
入
効
果
を
数
値

で
し
っ
か
り
把
握
・
分
析

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
意
図
を
も
っ
て
、
提
出

を
求
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
申
請

者
そ
れ
ぞ
れ
の
営
農
形

態
や
経
営
規
模
、
ま
た
導

入
す
る
技
術
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
、
ポ
イ
ン
ト
算

定
シ
ー
ト
の
内
容
が
、
全

て
の
申
請
者
の
導
入
効
果

の
向
上
に
は
つ
な
が
ら
な

い
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
の
農
政
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
小
規
模
農
業

者
の
皆
さ
ん
を
ど
の
よ
う

に
支
援
で
き
る
の
か
を
十

分
検
証
し
て
、
提
出
書
類

の
見
直
し
を
含
め
、
有
効

な
支
援
制
度
と
な
る
よ
う

改
善
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

小
規
模
農
家
に
対
す
る
補

助
金
制
度
の
見
直
し
の
検

討
を

申
請
書
類
に
義
務
付
け
さ

れ
た
取
組
目
標
ポ
イ
ン
ト

算
定
シ
ー
ト
の
見
直
し
を

堀江　一三　議員

○市内農業者に対する、補助金制度の在り方について

中山間地域での農作業
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問

米
原
市
内
の
サ
カ
タ

イ
ン
ク
ス
滋
賀
工
場
は
、

原
料
メ
ー
カ
ー
か
ら
、
イ

ン
キ
を
つ
く
る
原
材
料
と

し
て
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
（
商
品

名
テ
フ
ロ
ン
）
に
、
発
が

ん
性
の
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が

ご
く
微
量
含
有
し
て
い
る

と
い
う
報
告
を
受
け
、
そ

の
後
可
能
な
限
り
低
減
・

管
理
さ
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を

含
む
テ
フ
ロ
ン
を
使
用
し

て
い
る
。
同
工
場
に
よ
れ

ば
、
使
わ
れ
て
い
る
固
形

テ
フ
ロ
ン
は
、
排
水
へ
の

混
入
や
水
系
へ
の
流
出
の

リ
ス
ク
が
な
く
、
微
量
含

ま
れ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
一
般

産
業
廃
棄
物
と
し
て
焼
却

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　
今
後
、
市
と
し
て
、
サ

カ
タ
イ
ン
ク
ス
滋
賀
工
場

と
定
期
的
に
連
絡
を
取
り

合
い
、
こ
れ
ら
の
化
学
物

質
の
適
正
な
処
分
が
な
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
情

報
把
握
と
適
正
管
理
を
し

て
ほ
し
い
が
、ど
う
か
。

答
　
水
質
汚
濁
防
止
法
な

ど
に
基
づ
き
、
直
近
で
は

昨
年
５
月
に
県
と
と
も
に

工
場
立
ち
入
り
検
査
を
行

い
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
立
ち
入
り
検
査
の

際
に
、
適
正
に
廃
棄
処
理

さ
れ
て
い
る
か
調
査
確
認

し
ま
す
。

問
　
水
道
水
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

濃
度
の
５
段
階
評
価
表

（
下
の
図
）を
見
て
、
今
後

の
対
応
と
し
て
は
、
ど
の

ラ
ン
ク
も
国
の
暫
定
目
標

値
１
㍑
当
た
り
50
㌨
g
よ

り
低
い
の
で
詳
細
な
調
査

を
行
わ
な
い
と
す
る
の
か
、

低
い
数
値
で
も
人
体
へ
の

影
響
が
分
か
ら
な
い
の
で

定
期
的
な
調
査
を
行
う
と

す
る
の
か
、
２
つ
の
方
向

が
あ
る
。
こ
の
点
、
市
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
本
市
の
水
道
水
で
は

１
㍑
当
た
り
５
㌨
g
未
満

と
な
っ
て
お
り
、
国
の
暫

定
目
標
値
以
下
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
毎
月
の

水
質
検
査
は
も
と
よ
り
毎

年
度
１
回
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
査

を
実
施
し
て
、
こ
の
結
果

を
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

公
表
す
る
と
と
も
に
、
数

値
の
推
移
を
注
視
し
、
安

全
性
の
確
保
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

問
　
教
職
員
の
自
腹
の
実

態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
市
内
教
職
員
の
自
己

負
担
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

正
確
に
把
握
は
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
大
半
の
教
職
員

が
消
耗
品
や
教
育
に
必
要

な
経
費
を
自
己
負
担
し
た

経
験
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
学
校
運

営
に
必
要
な
経
費
は
、
学

校
の
設
置
者
で
あ
る
市
が

予
算
を
配
当
し
、
そ
の
範

囲
に
お
い
て
計
画
的
に
執

行
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

問
　
教
職
員
の
自
腹
は
、

公
費
の
支
出
ル
ー
ル
の
簡

易
化
や
柔
軟
化
な
ど
で
な

く
し
て
い
く
べ
き
だ
が
。

答
　
公
費
の
支
出
に
つ
い

て
は
、
市
の
予
算
規
則
や

会
計
規
則
に
基
づ
い
た
購

入
手
続
き
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
学

校
に
お
け
る
公
費
支
出
の

手
順
を
明
ら
か
に
し
、
各

学
校
や
教
職
員
の
裁
量
で

活
用
で
き
る
予
算
の
範

囲
を
、
校
長
や
事
務
職
員

を
通
じ
て
教
職
員
一
人
一

人
に
周
知
す
る
こ
と
が
対

策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
教
職
員
が
緊
急

に
商
品
を
購
入
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
、
一
つ
の
例

と
し
て
、
各
学
校
に
配
当

さ
れ
た
予
算
を
資
金
前
渡

す
る
な
ど
柔
軟
な
活
用
が

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
か
ら
市
民
の

健
康
を
守
る

教
職
員
の
自
腹
を
ど
う

や
め
る
か

山𦚰　正孝　議員

○ＰＦＡＳ（有機フッ素化合物）から水と健康を守る
○教職員の自腹をどう考え、どうやめていくか問う
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問

Ｃ
Ｏ
２
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ

に
向
け
て
当
市
の
取
り
組

み
は
。

答
　
令
和
５
年
３
月
に
米

原
市
気
候
非
常
事
態
宣
言

を
表
明
し
、
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
改
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

市
域
か
ら
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
２
０

１
３
年
度
と
比
較
し
、
２

０
３
０
年
度
に
は
53
％
の

削
減
、
２
０
５
０
年
度
に

は
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
主
な
取
り
組
み

は
、
環
境
省
の
脱
炭
素
先

行
地
域
づ
く
り
事
業
で
米

原
駅
周
辺
や
耕
作
放
棄
地

に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
し
、
市
役
所
本
庁
舎
を

含
め
た
米
原
駅
周
辺
地
域

各
施
設
の
電
力
を
賄
い
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
家
庭
で
の
省

エ
ネ
な
ど
を
促
進
す
る
た

め
、
個
人
住
宅
の
省
エ
ネ

設
備
な
ど
の
設
置
工
事
費

用
を
補
助
す
る
「
ス
マ
ー

ト
エ
コ
ハ
ウ
ス
普
及
促
進

補
助
金
」、
電
気
自
動
車

な
ど
次
世
代
自
動
車
の
新

車
購
入
費
用
を
補
助
す
る

「
次
世
代
自
動
車
導
入
促

進
補
助
金
」
を
設
け
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
宅
配
便

の
再
配
達
を
防
止
す
る
こ

と
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
削
減
を
進
め
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
置
き
配
ボ
ッ

ク
ス
を
新
た
な
補
助
対
象

に
追
加
し
ま
し
た
。

問
　
地
球
温
暖
化
に
つ
い

て
の
学
習
機
会
は
。

答
　
昨
年
度
か
ら
「
ま
い

ば
ら
親
子
エ
コ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
を
開
催
し
、
今
年

度
も
９
月
16
日
に
開
催
予

定
で
す
。
地
球
温
暖
化
の

問
題
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
展

示
を
見
な
が
ら
ク
イ
ズ
に

答
え
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
、

企
業
の
出
展
に
よ
る
実
験

を
交
え
た
親
子
体
験
ブ
ー

ス
、
次
世
代
自
動
車
の
展

示
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら

地
球
温
暖
化
を
学
習
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
市
広
報
で

「
脱
炭
素
通
信
」
と
い
う

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
地
球

温
暖
化
に
関
す
る
話
題
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り

や
す
く
提
供
し
て
い
き
ま

す
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
実
績
と

効
果
は
。

答
　
平
成
13
年
10
月
に
開

校
し
、
こ
れ
ま
で
に
２
０

０
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し

て
い
ま
す
。

　
卒
業
さ
れ
た
方
の
活
動

実
績
は
、
ま
ち
づ
く
り
団

体
の
運
営
の
ほ
か
、
米
原

駅
西
口
前
の
植
樹
帯
・
花

壇
の
管
理
や
フ
ー
ド
バ
ン

ク
団
体
と
連
携
し
子
ど
も

食
堂
へ
食
品
を
届
け
る
取

り
組
み
、
市
民
協
働
提
案

事
業
へ
の
参
画
、
地
域
の

居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
様

々
な
形
で
、
地
域
に
根
ざ

し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
ル
ッ
チ
ま
ち
づ
く
り

大
学
の
認
知
度
は
。

答
　
ル
ッ
チ
ま
ち
づ
く
り

大
学
は
、
開
校
か
ら
20
年

以
上
続
い
て
い
る
事
業
で

す
。
今
期
の
10
期
生
を
含

め
る
と
卒
業
生
は
２
１
６

人
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の

10
期
に
わ
た
る
活
動
実
績

に
よ
る
ほ
か
、
他
の
市
町

か
ら
も
お
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
く
な
ど
、
年

々
、
市
民
へ
の
認
知

度
が
向
上
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
３
年
間

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
、
市
民
公
開
講

座
へ
の
参
加
は
特
定

の
人
に
偏
る
傾
向
が

あ
り
、
よ
り
広
く
多

く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
事
業
に
参
加
い
た
だ

く
た
め
に
も
伊
吹
山
テ
レ

ビ
や
市
広
報
誌
の
ほ
か
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
積
極
的
に
活
用

し
発
信
す
る
な
ど
、
今
後

も
認
知
度
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

地
球
温
暖
化
を
防
止

　
　
　
　
す
る
た
め
に

ル
ッ
チ
ま
ち
づ
く
り
大

学
の
学
び
の
広
が
り

中川　雅史　議員

○CO２ネットゼロに向けた取り組みと環境学習
○ルッチまちづくり大学の現状と今後の展開

「まいばら親子エコステーション2024」
子どもがエアロバイクで

発電した電気でかき氷機を動かす
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問

昨
年
度
に
創
設
し
た

開
業
医
誘
致
等
地
域
医
療

振
興
事
業
補
助
金
制
度
の

問
い
合
わ
せ
状
況
と
評

価
・
要
望
な
ど
は
。

答
　
事
業
内
容
の
相
談
件

数
が
４
件
で
す
。
当
該
補

助
金
制
度
の
価
値
を
認
め

て
い
た
だ
き
、
安
定
的
な

医
療
ニ
ー
ズ
が
地
域
に
存

在
す
る
か
と
い
う
点
を
考

慮
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

問
　
一
定
年
数
が
経
過
し

た
時
点
で
見
直
し
す
る
こ

と
が
あ
る
か
。

答
　
医
療
事
業
の
安
定
継

続
に
資
す
る
公
的
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
本
市
の
指
定
管
理
者

で
あ
る
、
公
益
社
団
法
人

地
域
医
療
振
興
協
会
に
対

し
て
役
割
と
期
待
は
。

答
　
地
域
に
お
け
る
包
括

的
か
つ
継
続
的
な
在
宅
医

療
を
推
進
し
、
老
人
保
健

施
設
や
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
複
合
的
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
民
間
の
自
由
度
を
生

か
し
、
保
険
医
療
や
包
括

的
医
療
の
実
践
に
寄
与
す

る
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

問
　
本
市
と
し
て
協
会
に

支
援
で
き
る
こ
と
は
。

答
　
質
の
高
い
医
療
の
提

供
と
と
も
に
医
療
機
関
の

業
務
効
率
化
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

問
　
診
療
所
開
設
に
必
要

な
管
理
医
師
の
専
任
に
つ

い
て
、
規
制
緩
和
の
要
望

は
。

答
　
全
国
的
に
医
師
の
偏

在
に
よ
り
管
理
者
の
確
保

が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、

実
情
に
応
じ
て
、
関
係
機

関
な
ど
に
要
望
し
ま
す
。

問
　
本
市
の
地
域
医
療
福

祉
体
制
の
策
定
に
向
け
た

審
議
会
な
ど
の
創
設
は
。

答
　
今
回
の
請
願
や
決
議

で
は
、
医
療
体
制
の
方
針

に
つ
い
て
示
し
、
醒
井
地

域
の
医
療
に
つ
い
て
は
早

期
設
置
の
要
望
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
来
年
度
に
市

民
や
有
識
者
の
意
見
を
聴

く
場
を
設
け
、
市
の
付
属

機
関
と
し
て
審
議
会
な
ど

を
設
置
し
、（
仮
称
）米
原

市
地
域
医
療
構
想
を
策
定

す
る
た
め
に
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

問
　
消
防
ポ
ン
プ
車
が
配

備
さ
れ
る
機
関
班
に
は
積

載
車
と
小
型
ポ
ン
プ
が
配

備
さ
れ
る
か
。

答
　
配
備
し
ま
せ
ん
。

問
　
自
治
会
に
払
い
下
げ

た
小
型
ポ
ン
プ
の
運
転
操

作
は
誰
が
す
る
の
か
。

答
　
運
転
操
作
は
原
則
自

治
会
が
行
い
ま
す
。
運
転

操
作
は
危
険
を
伴
う
こ
と

か
ら
、
消
防
団
員
Ｏ
Ｂ
な

ど
知
識
と
経
験
を
有
す
る

方
の
運
用
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

問
　
小
型
ポ
ン
プ
が
配
備

さ
れ
な
い
班
で
、
ポ
ン
プ

車
が
進
入
で
き
な
い
区
域

の
消
火
活
動
は
。

答
　
火
災
発
生
時
に
は
分

団
内
の
全
て
の
班
が
出
動

す
る
こ
と
か
ら
、
分
団
内

の
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
が

消
火
活
動
を
行
い
ま
す
。

問
　
外
国
人
が
消
防
団
員

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。

答
　
国
籍
に
関
係
な
く
、

協
力
し
て
消
防
防
災
力
を

担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

請
願
と
決
議
の
取
組
に
つ

い
て

本
市
消
防
団
組
織
再
編
計

画
の
課
題
に
つ
い
て

請
願
内
容
は
﹁
米
原
市

内
地
域
医
療
機
関
の
将

来
計
画
を
立
て
る
と
と

も
に
︑
醒
井
地
域
に
仮

称
醒
井
診
療
所
を
早
期

に
設
置
す
る
こ
と
﹂

決
議
内
容
は
﹁
本
市
に

お
け
る
地
域
完
結
型
医

療
体
制
の
速
や
か
な
構

築
を
求
め
る
こ
と
﹂

𠮷田　周一郎　議員

○ 令和６年第2回定例会で採択・可決された請願
と決議の取組について

○本市消防団組織再編計画の課題等について
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問

物
品
購
入
で
の
同
等

品
と
は
、
ど
の
よ
う
な
定

義
か
。

答
　
仕
様
書
に
同
等
品
可

と
し
て
示
し
た
場
合
、
基

準
品
と
同
等
以
上
の
品
目

で
入
札
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
同
等
品
の

定
義
は
、
規
格
・
品
質
・

性
能
が
基
準
品
と
同
等
以

上
で
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
の

既
製
品
を
基
本
と
し
、
定

価
は
基
準
品
と
概
ね
同
等

（
85
％
）以
上
の
も
の
と
し

て
い
ま
す
。

問
　
除
雪
機
の
基
準
品
を

ガ
ソ
リ
ン
車
と
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
ど
ち
ら
も
可
と
す
る

入
札
に
違
和
感
を
抱
く
。

ガ
ソ
リ
ン
車
と
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
は
同
等
に
並
べ
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
は
。

答
　
今
回
の
除
雪
機
の
入

札
に
お
い
て
、
ガ
ソ
リ
ン

車
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を
問

わ
な
い
と
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
維
持
管
理

や
操
作
性
、
価
格
面
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
種

特
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
特

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
事
案
を
踏
ま
え
、

機
種
選
定
、
基
準
品
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
今
後
契

約
審
査
会
で
議
論
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
入
札
方
法
に
つ
い
て
、

今
後
の
市
の
対
応
は
。

答
　
仕
様
に
つ
い
て
指
名

業
者
に
誤
解
を
与
え
な
い

よ
う
、
明
確
に
示
し
ま
す
。

問
　
勝
山
谷
の
状
況
と
今

後
の
砂
防
事
業
の
方
針
は
。

答
　
大
雨
の
度
に
斜
面
を

流
れ
る
大
量
の
水
に
よ
り
、

谷
筋
の
土
砂
が
削
ら
れ
下

流
部
に
土
砂
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
緊
急
対
策
と

し
て
、
県
の
森
林
担
当
部

局
が
袋
詰
め
玉
石
を
３
合

目
の
勝
山
谷
側
に
並
べ
て

い
ま
す
。
県
の
砂
防
事
業

と
し
て
、
既
設
堰え

ん

堤て
い

の
堆

積
土
砂
の
撤
去
や
応
急
土

砂
止
め
と
し
て
高
さ
５
m

の
強
靭
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト

を
既
設
堰
堤
の
下
流
部
と

上
流
部
の
２
カ
所
に
、
さ

ら
に
そ
の
上
流
部
に
大
き

め
の
石
を
金
網
製
の
か
ご

に
入
れ
た
高
さ
２
m
か
ら

３
m
の
応
急
土
石
流
ガ
ー

ド
５
カ
所
の
設
置
を
、
９

月
末
に
完
了
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
ま
す
。

問
　
伊
吹
地
区
内
を
流
れ

る
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水
の
方
針
は
。

答
　
地
元
説
明
会
に
お
い

て
住
民
か
ら
、
住
宅
地
を

通
ら
な
い
暗
渠
ル
ー
ト
の

付
け
替
え
や
、
勝
山
谷
の

水
を
姉
川
へ
流
す
こ
と
な

ど
を
、
県
に
対
し
て
要
望

さ
れ
、
県
は
「
検
討
し
ま

す
」
と
返
答
さ
れ
ま
し
た
。

市
と
し
て
は
、
短
期
的
に

で
き
る
事
業
で
な
い
が
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
取
り
戻
せ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
　
今
回
の
災
害
情
報
の

発
信
の
在
り
方
が
緊
急
情

報
と
し
な
が
ら
、
報
告
の

場
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

答
　
防
災
ア
プ
リ
で
発
信

で
き
る
情
報
量
は
限
ら
れ

て
お
り
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
と
の
連
携
な
ど
、
拡
張

性
で
課
題
が
あ
り
ま
す
。

ア
プ
リ
に
つ
い
て
は
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
で
、

現
在
見
直
し
を
進
め
て
お

り
、
効
果
的
な
伝
達
手
段

を
使
い
情
報
配
信
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

問
　
広
報
情
報
発
信
の
場

と
し
て
米
原
市
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

答
　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
サ
ー

ビ
ス
の
活
用
は
、
各
自
治

体
で
普
及
が
進
ん
で
い
る

も
の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
情
報
伝
達
サ
ー

ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
比
較
し
、
防
災

ア
プ
リ
の
今
後
の
在
り
方

を
検
討
し
ま
す
。

物
品
購
入
入
札
の
進
め
方

に
つ
い
て

勝
山
谷
に
お
け
る

治
山
事
業
・
砂
防
事
業
の

　
　
　
　
　
取
り
組
み
は

防
災
情
報
と
広
報
は

　
　
　
別
々
で
は
な
い
か

細野　正行　議員

○入札について
○伊吹山土砂災害について
○防災情報と広報の発信について

彦根市LINE公式アカウント
ごみ出しや子育て情報などが確認できる
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問

現
状
、
ど
の
よ
う
な

研
修
を
受
け
て
い
る
の
か
。

答
　
子
ど
も
の
権
利
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
理

解
と
支
援
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
子
ど
も
の
権
利

に
つ
い
て
を
個
別
テ
ー
マ

と
し
た
研
修
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
権
利

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、

研
修
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問
　
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
で
子
ど
も
が
知
る
機
会

を
設
け
て
い
る
の
か
。

答
　
子
ど
も
に
も
分
か
る

内
容
と
な
る
よ
う
に
工
夫

し
、
市
の
広
報
誌
や
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問
　
米
原
市
と
し
て
実
施

す
る
施
策
に
お
い
て
、
何

を
も
っ
て
子
ど
も
の
権
利

の
保
障
が
達
成
さ
れ
て
い

る
と
考
え
る
の
か
。

答
　
施
策
の
成
果
を
把
握

す
る
た
め
に
設
定
す
る
成

果
指
標
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
の
意
見
を
直
接
聴
く

機
会
を
設
定
す
る
な
ど
、

「
米
原
市
こ
ど
も
計
画
」策

定
後
も
子
ど
も
の
意
見
を

聴
く
仕
組
み
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

問
　
開
始
後
、
２
カ
月
た

っ
た
が
、
利
用
者
や
保
育

者
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
声

が
聞
か
れ
た
の
か
。

答
　
保
護
者
か
ら
「
昨
年

度
は
毎
週
１
回
利
用
で
き

ま
し
た
が
、
本
事
業
で
は
、

利
用
期
間
が
空
く
こ
と
で

子
ど
も
が
園
に
慣
れ
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、

利
用
時
間
が
増
や
せ
る
の

で
あ
れ
ば
増
や
し
た
い
」

と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
保
育
者
か
ら
は
「
子
ど

も
が
安
心
し
て
過
ご
す
中

で
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援

で
き
る
よ
う
、
週
に
１
回

半
日
程
度
利
用
で
き
る
と

い
い
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

問
　
現
在
10
時
間
と
な
っ

て
い
る
利
用
時
間
だ
が
、

仮
に
実
施
園
が
15
時
間
実

施
し
た
い
場
合
は
、
市
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
さ
れ
る
の
か
。

答
　
今
年
度
の
事
業
は
、

国
の
制
度
に
合
わ
せ
て
、

月
10
時
間
を
上
限
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
民
間

園
が
実
施
す
る
場
合
、
市

は
実
施
園
と
委
託
契
約
を

締
結
し
、
利
用
実
績
に
基

づ
き
、
１
人
当
た
り
月
10

時
間
を
上
限
と
し
て
委
託

料
を
実
施
園
に
支
払
い
ま

す
。

　
仮
に
、
実
施
園
が
月
15

時
間
の
受
け
入
れ
を
行
っ

た
場
合
、市
は
、上
限
で
あ

る
月
10
時
間
分
の
委
託
料

を
支
払
い
ま
す
の
で
、
上

限
を
超
え
た
５
時
間
分
は

実
施
園
に
負
担
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
職
員
へ
の
子
ど
も
の
権

利
の
研
修

米
原
市
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
を
利
用
さ
れ
た
保

護
者
・
保
育
者
の
声

米
原
市
子
ど
も
条
例
を
子

ど
も
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に

子
ど
も
の
権
利
が
何
を

も
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
の
か

利
用
時
間
に
つ
い
て

振角　大祐　議員

○子どもの権利について
○米原市こども誰でも通園制度について

【子 ど も の 権 利】：「子どもの権利」は、すべての子どもたちが健やかに、自分らしく育つために必要
な「当たり前のこと」。子どもの権利条約には４つの原則「生命、生存および発達
に対する権利」「子どもの意見の尊重」「子どもの最善の利益」「差別の禁止」が
ある。

【米原市こども計画】： 第2期米原市子ども・子育て支援事業計画が令和７年３月で終わり、子ども・子
育てに関する施策を総合的に推進する「米原市こども計画」として新たに策定さ
れる。
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問

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大

会
の
開
催
ま
で
約
１
年
と

な
っ
た
が
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
　
今
年
度
、
９
月
20
日

か
ら
25
日
ま
で
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
を
行
い
ま
す
。
ま

た
10
月
19
日
に
は
ス
ポ
ー

ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
ジ
ョ

イ
ス
ポ
パ
ー
ク
」
を
開
催

し
ま
す
。
本
番
を
迎
え
る

次
年
度
は
、
５
月
18
日
と

９
月
７
日
に
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を

開
催
し
ま
す
。
正
式
競
技

と
し
て
10
月
１
日
か
ら
５

日
ま
で
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
を

開
催
し
ま
す
。

問
　
大
会
会
場
と
な
る
Ｏ

Ｓ
Ｐ
ホ
ッ
ケ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
の
駐
車
場
の
整
備
状
況

と
想
定
さ
れ
る
駐
車
台
数

は
。

答
　
駐
車
場
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
２
カ
所

に
お
い
て
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
駐
車
場
の
必
要

台
数
は
、
１
日
最
大
７
０

０
台
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問
　
大
会
会
場
の
整
備
に

つ
い
て
（
備
品
も
含
む
）、

県
へ
の
要
望
な
ど
、
今
後

ど
の
よ
う
な
方
向
性
か
伺

う
。

答
　
大
会
会
場
の
課
題
と

し
て
、
ボ
ー
ル
の
飛
来
を

防
ぐ
た
め
の
防
球
ネ
ッ
ト

が
必
要
な
状
況
で
す
。
ま

た
音
響
設
備
な
ど
が
な
い

た
め
、
県
に
対
し
て
強
く

要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
継
続
し
て
要

望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
会
場
周
辺
は
道
路
の

傾
斜
が
急
な
場
所
が
あ
り
、

ダ
ン
プ
や
ト
ラ
ッ
ク
の
出

入
り
が
多
い
場
所
も
散
見

さ
れ
危
険
を
感
じ
る
場
合

が
あ
る
。
周
辺
整
備
や
安

全
対
策
は
ど
う
か
。

答
　
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
専
門
委
員
会
で
も
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
米
原
警
察

署
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
昨
年
度
、（
公
社
）日

本
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
か
ら
公

式
ホ
ッ
ケ
ー
タ
ウ
ン
に
認

定
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。

答
　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

公
式
ホ
ッ
ケ
ー
タ
ウ
ン
と

し
て
呼
称
す
る
こ
と
に
よ

り
、
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協
会

と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
ホ
ッ

ケ
ー
の
普
及
の
み
な
ら
ず

ホ
ッ
ケ
ー
を
通
じ
た
地
域

の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

す
。

問
　
児
童
生
徒
が
ホ
ッ

ケ
ー
と
触
れ
合
う
場
に
つ

い
て
今
年
度
の
取
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
市
内
全
小
学
校
の
全

学
年
を
対
象
と
し
て
、
希

望
さ
れ
る
ク
ラ
ス
に
対
し

ホ
ッ
ケ
ー
の
出
前
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
米
原
や
近
江
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
ホ
ッ

ケ
ー
の
機
会
を
提
供
す
る

た
め
、
ホ
ッ
ケ
ー
教
室
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

問
　
大
会
が
開
催
さ
れ
る

ま
で
、
さ
ら
な
る
機
運
醸

成
を
図
る
た
め
の
情
報
発

信
や
啓
発
活
動
は
、
ど
う

対
策
を
打
っ
て
い
く
予
定

か
。

答
　
広
報
ま
い
ば
ら
を
は

じ
め
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
、
伊
吹
山
テ
レ
ビ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を

通
じ
て
情
報
発
信
を
行
い
、

市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
事
業
な

ど
で
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の

人
が
行
き
交
う
米
原
駅
や

市
役
所
本
庁
舎
を
活
用
し
、

歓
迎
横
断
幕
や
階
段
ア
ー

ト
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ

ー
ド
の
設
置
な
ど
、
啓
発

活
動
に
取
り
組
む
予
定
で

す
。

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大
会
に

向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

山口　久志　議員

○国スポ・障スポ大会に向けた取組みについて

国スポ会場となるOSPホッケースタジアム
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問

伊
吹
山
の
現
状
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

答
　
伊
吹
山
で
は
、
地
球

温
暖
化
の
影
響
で
ニ
ホ
ン

ジ
カ
が
増
加
し
、
そ
の
食

害
に
よ
っ
て
山
頂
の
貴
重

植
物
や
南
側
斜
面
の
植
生

が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
伊
吹
山
の
保
水
力
が
低

下
し
、
豪
雨
が
頻
発
し
た

こ
と
で
、
斜
面
崩
壊
や
斜

面
に
深
い
谷
筋
が
形
成
さ

れ
、
深
刻
な
土
砂
流
が
発

生
す
る
な
ど
、
伊
吹
山
は

危
機
的
な
状
況
に
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
現
状
を
踏
ま

え
、
昨
年
７
月
か
ら
伊
吹

山
植
生
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

国
、
県
、
企
業
、
伊
吹
山

フ
ァ
ン
な
ど
の
支
援
を
受

け
、
裸
地
化
の
原
因
で
あ

る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
強

化
、
南
側
斜
面
の
崩
壊
防

止
・
植
生
回
復
、
さ
ら
に

貴
重
植
物
保
護
の
た
め
の

金
属
柵
の
設
置
な
ど
、
伊

吹
山
の
復
元
・
復
活
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
　
今
後
の
自
然
環
境
保

全
活
動
に
つ
い
て
。

答
　
県
と
市
が
共
同
事
務

局
を
務
め
る
「
伊
吹
山
を

守
る
自
然
再
生
協
議
会
」

で
は
、
伊
吹
山
再
生
全
体

構
想
に
基
づ
き
、
昭
和
40

年
代
の
状
況
復
元
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
行
政
、

自
然
保
護
団
体
、

企
業
ら
が
保
全

計
画
を
共
有
し

て
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
調
査

結
果
を
基
に
、

連
携
し
て
保
全

活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
伊

吹
山
で
は
危
機

的
な
状
況
が
発

生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
県
と
連
携
し
応

急
的
な
対
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、緊
急
的
な
治
山・

治
水
対
策
に
つ
い
て
県
や

国
に
対
し
、
要
望
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
、
伊
吹
山
の

自
然
環
境
保
全
活
動
の
推

進
も
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
麓
の
地
域

の
方
に
安
心
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
必
要
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
に
全
力
を
注

い
で
い
き
ま
す
。

問
　
米
原
市
の
空
き
家
対

策
の
課
題
は
何
か
。

答
　
空
き
家
へ
の
移
住
希

望
者
と
空
き
家
所
有
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
空
家

バ
ン
ク
事
業
を
は
じ
め
、

空
き
家
の
活
用
に
対
す
る

補
助
制
度
や
、
管
理
不
全

空
家
へ
の
適
正
管
理
指
導

な
ど
、
総
合
的
な
空
き
家

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
空
家
バ
ン
ク
事
業
は
、

単
に
空
き
家
を
紹
介
す
る

の
で
は
な
く
、「
地
域
」と

の
連
携
役
と
し
て
、
自
治

会
や
地
域
の
魅
力
も
紹
介

し
、
安
心
し
て
移
住
さ
れ

る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
そ
の
か
い
も
あ
っ
て

５
年
度
の
実
績
は
、
22
件

の
売
買
・
賃
貸
の
成
約
が

あ
り
、
県
内
で
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
成
約
数
と
な
り
ま

し
た
。

　
空
家
バ
ン
ク
事
業
の
課

題
は
、
５
年
度
末
時
点
で

空
き
家
登
録
が
74
件
あ
る

も
の
の
、
移
住
希
望
者
の

登
録
は
２
４
６
件
あ
り
、

移
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
空
き
家
の
登
録
件

数
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
て
活

用
が
困
難
と
な
っ
た
空
き

家
の
課
題
は
、
空
き
家
所

有
者
の
資
金
面
や
相
続
関

係
な
ど
の
問
題
に
よ
り
、

市
か
ら
の
指
導
や
勧
告
に

従
っ
て
い
た
だ
け
な
い
ケ

ー
ス
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
だ
け
で
の
対
応
に

は
限
界
が
あ
る
た
め
、
今

後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

自
治
会
や
民
間
事
業
者
な

ど
、
多
様
な
関
係
者
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

伊
吹
山
の
植
物
を
含
め
た

自
然
環
境
に
つ
い
て

米
原
市
の
空
き
家
対
策
の

現
状
に
つ
い
て

鹿取　和幸　議員

○伊吹山の植物を含めた自然環境について
○米原市の空き家対策の現状について

災害前の伊吹山山頂のお花畑（提供：霊峰伊吹山の会）
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問

市
が
積
極
的
に
進
め

て
い
る
創
業
支
援
と
は
。

答
　
地
域
資
源
の
活
用
や

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、

独
自
性
の
あ
る
創
業
に
挑

戦
す
る
人
を
支
援
す
る
た

め
大
き
く
三
つ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
米
原
市
商

工
会
と
連
携
し
創
業
を
基

礎
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る「
ま
い
ば
ら
経
営
塾
」を

開
講
し
、
創
業
者
を
育
て

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
二
つ
目
は
「
創
業
・
新

事
業
創
出
支
援
事
業
補
助

金
」で
す
。

　
三
つ
目
は
「
伴
走
型
創

業
促
進
補
助
金
」で
す
。

問
　
創
業
・
新
事
業
創
出

支
援
事
業
補
助
金
の
内
容

や
成
果
は
。

答
　
新
た
に
事
業
を
開
始

す
る
人
お
よ
び
創
業
後
３

年
未
満
の
人
を
対
象
と
し

て
、
本
年
度
は
３
人
ま
で

事
業
に
要
す
る
経
費
の
支

援
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
額
は
、
行
政
テ

ー
マ
と
し
て
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
や
多
世
代

交
流
の
場
な
ど
に
つ
な
が

る
事
業
で
あ
れ
ば
１
０
０

万
円
を
、
自
由
テ
ー
マ
と

し
て
、
地
域
の
経
済
的
活

力
の
創
出
に
役
立
つ
事
業

で
あ
れ
ば
80
万
円
を
補
助

し
ま
す
。

　
こ
の
補
助
金
を
活
用
し

て
創
業
さ
れ
た
人
は
、
２

年
度
以
降
９
人
お
ら
れ
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

問
　
伴
走
型
創
業
促
進
補

助
金
の
内
容
や
成
果
は
。

答
　
市
内
で
創
業
し
て
３

年
以
内
で
、
米
原
市
商
工

会
か
ら
継
続
し
て
経
営
指

導
を
受
け
て
い
る
人
を
対

象
に
、
創
業
に
必
要
な
経

費
と
し
て
５
万
円
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の

人
数
は
４
人
ま
で
の
予
定

で
す
。

　
こ
の
補
助
金
を
活
用
さ

れ
た
人
は
、
４
年
度
以
降

３
人
と
な
り
、
創
業
初
期

の
不
安
定
時
期
を
後
押
し

で
き
ま
し
た
。

問
　
板
名
古
川
の
砂
防
堰え

ん

堤て
い

の
崩
壊
、
数
年
前
の
大

雨
で
大
量
の
倒
木
が
川
の

中
に
散
乱
し
放
置
状
態
で

あ
る
現
状
を
市
は
ど
う
受

け
止
め
る
か
。

答
　
一
部
崩
れ
て

い
る
既
設
堰
堤
の

改
修
と
河
川
内
の

倒
木
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
必
要
性

を
認
識
し
県
に
要

望
し
て
い
ま
す
。

　
県
か
ら
は
、
流

水
を
阻
害
す
る
河

川
内
の
倒
木
は
、

今
後
予
定
し
て
い

る
砂
防
堰
堤
改
築

工
事
の
実
施
時
に

対
応
を
検
討
す
る
と
回
答

を
得
て
い
ま
す
。

問
　
寒
谷
か
ら
大
量
の
土

砂
が
流
れ
込
み
川
底
が
上

が
っ
て
い
る
。
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

工
事

を
行
う
予
定
は
。

答
　
県
は
、
２
年
度
か
ら

３
年
度
に
か
け
て
、
下
流

部
の
砂
防
堰
堤
の
修
繕
工

事
に
合
わ
せ
て
５
３
０
㎥

の
土
砂
を
撤
去
し
ま
し
た
。

　
上
流
か
ら
の
土
砂
の
流

れ
込
み
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
土
砂
の
堆
積
状
況
を

注
視
し
、
浚
渫
の
早
期
実

施
ま
た
は
砂
防
堰
堤
改
築

工
事
に
合
わ
せ
た
実
施
を

要
望
し
ま
す
。

市
の
創
業
支
援
策
と
は

板
名
古
川
の
堰え

ん

堤て
い

の

崩
壊
と
周
辺
状
況

今中　力松　議員

○創業の夢に挑戦し、希望が叶えられるまち・米原
その創業支援策と成果は

○伊吹山のふもと、板並地先の
板名古川の堰

え ん

堤
て い

の崩壊・周辺状況について

河川内に散乱する大量の倒木
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問

市
内
全
世
帯
の
お
よ

そ
何
％
が
耐
震
化
さ
れ
て

い
な
い
の
か
。
そ
の
対
象

は
、
主
に
昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
建
築
家
屋
だ
が
、
市

内
に
現
存
す
る
総
数
は
何

世
帯
あ
る
の
か
。

答
　
本
市
に
お
け
る
住
宅

の
総
数
は
、
国
の
平
成
30

年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

か
ら
の
推
計
値
で
は
１
万

２
８
０
０
戸
で
す
。
そ
の

う
ち
木
造
住
宅
は
１
万
６

０
０
戸
で
、
そ
の
う
ち
耐

震
化
さ
れ
て
い
な
い
木
造

住
宅
の
数
は
２
７
２
５
戸
、

全
世
帯
に
対
す
る
割
合
は

21
・
３
％
で
す
。

　
ま
た
、
昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
の
、
い
わ
ゆ
る

旧
耐
震
基
準
に
よ
っ
て
建

築
さ
れ
た
住
宅
は
、
木
造

以
外
も
含
め
て
４
２
８
０

戸
で
、
そ
の
６
割
以
上
が

耐
震
性
不
足
で
す
。

問
　
仮
に
「
南
海
ト
ラ
フ

級
の
大
地
震
」
が
発
生
し

た
場
合
、
市
内
で
は
ど
れ

く
ら
い
の
家
屋
倒
壊
被
害

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
　
平
成
26
年
３
月
に
県

が
作
成
し
た
滋
賀
県
地
震

被
害
想
定
で
は
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
お
い
て

県
域
で
震
度
が
最
も
大
き

く
推
計
さ
れ
る
ケ
ー
ス
を
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
、

米
原
市
の
最
大
震
度
は
６

強
と
想
定
さ
れ
、
こ
の
場

合
の
全
壊
棟
数
は
４
９
３

戸
、
半
壊
棟
数
は
２
２
７

８
戸
と
、
全
戸
の
約
２
割

に
建
物
被
害
が
生
じ
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
窓
口
で
耐
震
関
係
の

相
談
は
増
え
て
い
る
の
か
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内

容
の
相
談
が
多
い
の
か
。

答
　
耐
震
診
断
の
実
施
件

数
の
直
近
３
年
の
年
平
均

が
９
件
で
あ
る
の
に
対
し
、

６
年
度
の
耐
震
診
断
に
対

す
る
問
い
合
わ
せ
は
26
件

で
す
。
３
年
度
か
ら
は
、

補
助
制
度
の
案
内
チ
ラ
シ

を
納
税
通
知
書
に
同
封
す

る
な
ど
啓
発
に
努
め
て
お

り
、
問
い
合
わ
せ
件
数
は

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の

内
容
は
、
自
宅
が
補
助
事

業
の
対
象
に
該
当
す
る
か

と
い
う
も
の
や
、
補
助
申

請
に
必
要
な
書
類
の
質
問

な
ど
が
主
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
　
市
の
住
宅
耐
震
改
修

費
に
対
す
る
補
助
内
容
や

条
件
は
ど
う
か
。

答
　
木
造
住
宅
耐
震
改
修

等
事
業
補
助
金
は
、
木
造

住
宅
の
耐
震
改
修
に
係
る

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

も
の
で
、
補
助
金
額
は
対

象
経
費
の
80
％
以
内
、
上

限
は
１
０
０
万
円
、
積
雪

１
０
０
㌢
以
上
の
多
雪
区

域
で
は
上
限
１
２
０
万
円

で
す
。

　
補
助
の
条
件
に
つ
い
て
、

対
象
と
な
る
建
物
は
、
昭

和
56
年
5
月
31
日
以
前
に

建
築
着
工
さ
れ
完
成
し
て

い
る
木
造
住
宅
で
、
階
数

が
２
階
以
下
か
つ
延
べ
床

面
積
３
０
０
㎡
以
下
の
も

の
で
あ
り
、
耐
震
診
断
の

結
果
、
上
部
構
造
評
点
が

０
・
７
未
満
と
さ
れ
た
も

の
で
、
対
象
と
な
る
改
修

工
事
費
が
50
万
円
を
超
え
、

登
録
事
業
者
が
施
工
す
る

も
の
な
ど
で
す
。

問
　
今
後
、
予
算
を
増
額

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
　
耐
震
改
修
１
件
当
た

り
の
補
助
額
を
市
独
自
で

上
乗
せ
し
増
額
す
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
耐
震

化
促
進
事
業
の
総
額
予
算

と
し
て
は
、
補
助
制
度
の

申
し
込
み
状
況
を
基
に
国

費
お
よ
び
県
費
を
要
望
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
住
宅

耐
震
化
の
意
識
が
高
ま
り
、

申
込
件
数
が
増
加
す
る
状

況
と
な
れ
ば
、
そ
の
分
の

予
算
を
確
保
で
き
る
よ
う

国
お
よ
び
県
へ
要
望
し
、

予
算
総
額
を
増
額
す
る
考

え
で
す
。

耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い

　
木
造
建
築
住
宅
数
は

耐
震
改
修
費
に
対
す
る

　
補
助
内
容
や
条
件
は

山本　克巳　議員

○市内の一般木造住宅の耐震化について問う
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が
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た
い
　
・
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き
た
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＆
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一
般
質
問
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録画配信
はこちら

問
「
ま
い
ば
ら
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

の
目
的
は
。

答
　
子
育
て
に
困
難
を
抱

え
る
世
帯
を
早
期
に
発
見

し
、
支
援
に
つ
な
げ
る
た

め
、
母
子
保
健
機
能
と
児

童
福
祉
機
能
の
両
機
能
の

連
携
を
深
め
、
す
べ
て
の

妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、

子
ど
も
に
対
し
、
切
れ
目

な
く
対
応
す
る
こ
と
を
目

指
す
た
め
に
設
置
す
る
必

要
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。

問
　「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
の
体
制
な
ど
は
要

求
を
満
た
す
も
の
な
の
か
。

答
　
市
民
に
対
し
て
子
育

て
に
関
す
る
相
談
窓
口
と

し
て
、
本
庁
舎
内
の
「
い

ま
こ
こ
」、
ル
ッ
チ
プ
ラ

ザ
内
の「
ま
い
る
っ
ち
」の

ど
ち
ら
に
相
談
し
て
も
、

統
括
支
援
員
を
中
心
と
し

た
連
携
に
よ
り
、
相
談
者

に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
で

き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

問
　
第
３
期
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
を
問
う
。

答
　
７
年
度
か
ら
11
年
度

ま
で
を
計
画
年
度
と
す
る

次
期
計
画
を
「
米
原
市
こ

ど
も
計
画
」
と
し
て
一
体

的
に
策
定
し
、
子
ど
も
・

若
者
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

問
　
山
東
幼
稚
園
を
子
ど

も
子
育
て
支
援
の
拠
点
施

設
へ
転
換
す
る
理
由
を
問

う
。

答
　
山
東
幼
稚
園
を
、
土

日
に
も
利
用
で
き
る
全
天

候
型
の
子
ど
も
の
遊
び
場

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
や
親

子
が
集
ま
り
交
流
で
き
る

場
所
と
し
て
利
活
用
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
て
お
り
、

今
年
度
末
ま
で
に
方
針
案

を
示
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
不
当
要
求
対
策
条
例

に
基
づ
く
相
談
・
報
告
の

公
表
結
果
を
問
う
。

答
　
５
年
度
に
相
談
窓
口

で
受
け
付
け
た
件
数
は
12

件
で
、
そ
の
中
で
も
特
に

組
織
的
か
つ
慎
重
に
対
処

す
べ
き
事
案
に
関
し
て
は
、

対
策
委
員
会
に
報
告
を
し

て
い
ま
す
。

問
　
職
員
の
倫
理
保
持
条

例
の
公
表
結
果
を
問
う
。

答
　
利
害
関
係
者
と
の
飲

食
や
講
演
な
ど
を
行
う
場

合
の
金
銭
、
物
品
な
ど
の

受
け
取
り
に
際
し
、
届
出

お
よ
び
承
認
、
報
告
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
定
め
て
い
ま
す
。

問
　「
贈
与
等
の
報
告
」を

問
う
。

答
　
事
業
者
等
か
ら
贈
与

等
に
よ
り
受
け
た
利
益
、

ま
た
は
支
払
い
を
受
け
た

報
酬
の
価
額
が
１
件
に
つ

き
５
千
円
を
超
え
る
場
合

に
報
告
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

問
　
内
部
公
益
通
報
の
公

表
結
果
を
問
う
。

答
　
通
報
に
関
す
る
秘
密

を
保
持
し
、
通
報
者
が
特

定
さ
れ
な
い
よ
う
実
施
す

る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
通

報
者
の
保
護
に
努
め
な
が

ら
適
切
に
公
益
通
報
制
度

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

問
　
想
定
さ
れ
る
参
加
の

形
態
は
ど
の
よ
う
な
形
態

か
。

答
　
市
内
の
小
中
学
校
で

事
業
活
用
の
予
定
が
あ
る

の
は
、
小
学
校
１
校
で
し

た
。
修
学
旅
行
で
、
こ
の

招
待
事
業
を
活
用
し
、
交

通
手
段
は
借
り
上
げ
バ
ス

を
利
用
す
る
予
定
で
す
。

日
程
は
、
学
校
の
希
望
通

り
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
台
風
や
地
震
、
落
雷
、

熱
中
症
、
ヒ
ア
リ
な
ど
の

対
策
は
万
全
な
の
か
。

答
　
学
校
行
事
と
し
て
校

外
活
動
を
行
う
際
は
、
行

き
先
に
関
わ
ら
ず
、
学
校

は
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
、

安
全
対
策
に
つ
い
て
万
全

を
期
し
て
臨
ん
で
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業
と
山

東
幼
稚
園

再
度
︑
万
博
参
加
問
題

を
問
う

不
当
要
求
・
職
員
倫
理

条
例
を
問
う

藤田　正雄　議員

○子育て支援事業計画と山東幼稚園利活用を問う
○不当要求対策および倫理条例の運用状況について問う
○学校事業としての万博参加に対する市の対応を問う

利活用される山東幼稚園
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決議第３号
　脱炭素先行地域づくり事業に関する決議書案（要約）

本定例会で可決された、決議案・意見書案要約

意見書第３号
　県と市との連携による産業用地開発事業に関する候補地の決定に係る意見書案（要約）

米原市長へ提出

滋賀県知事へ提出

　本市は、太陽光発電による電力の地産地消と、耕作放棄地での営農型太陽光発電の仕組みの構築を目指し、
「米原市ECO VILLAGE構想」を立ち上げ、国から脱炭素先行地域の選定を受けた。議会へは当初、市費を投
入せずとも事業が達成でき、国庫補助を活用して推進を図るとの説明であった。
　しかし、同事業には市費を投入することになり、令和８年度末までに、国庫補助と市費を含め、約38
億５千万円の経費を投入することが予定されている。
　現在では、発電施設用地の確保が困難となってきており、予定発電量が不足し、新たな発電場所を模索して
いる状況である。特に、耕作放棄地における営農型太陽光発電の当初候補地での事業展開ができなくなり、
急きょ、小泉地先に変更するなど、混迷の様相を呈しており、本格的な耕作には、さらなる事業費の拡大が予
測される。
　小泉地先での営農を持続可能なものとするためには、ハード整備のみならず、今後20年間持続的に営農を行
う担い手の確保が必須であり、実現には困難が予想される。また、新たな国庫補助の採択の有無も未知である。
　執行部においては、事業の進捗と課題、今後の展開に係る新たなリスク、県ならびに協働事業者との関係や
危険負担などを総合的に熟慮の上、事業継続の有無も含め、慎重な判断をされるよう求める。

　米原市と長浜市は、湖北圏域に位置しており、この圏域は、ＪＲ東海道新幹線や名神高速道路をはじめとし
た交通の要衝として、中京圏および北陸圏との地政的、経済的な結び付きのためには、欠くことのできない地
域である。
　現在、国内では、経済・社会情勢の変化による製造拠点などの国内回帰の動きが高まっている。しかし、県
内への企業立地は伸び悩んでおり、隣接県と比較しても下回っている状況である。その要因は土地利用規制
に加え、市街化区域内における工業系用地が不足していることなどが考えられる。
　今般、滋賀県が主体となり、市町と連携の上、産業用地開発に取り組まれ、また、選定する産業用地のうち1
カ所は、北部振興の観点から、米原市、長浜市、高島市から選定することとされた。
　本市と長浜市は、持続可能な地域経済の発展と生産年齢人口のさらなる流出および地元企業の域外への流
出を阻止するため、両市が協働して応募することとした。
　湖北圏域の発展と県土の均衡ある発展のためには、中京圏、北陸圏、関西圏をも含めた有機的な結び付きの
強化が必須であり、滋賀県が中心となることで、さらなる経済効果の呼び水となるものと考える。
　本市議会は、応募用地の選定、その後の事業推進に当たり、滋賀県知事に対し、以下の事項を強く要望する。

１ �本市と長浜市の両市協働による応募地を選定し、県主導の下、湖北圏域の発展に両市と共に尽力されたい
２ �県が湖北圏域発展のため事業の推進を図り、土地利用規制に係る法令の積極的な解釈・運用等を図られたい

平尾道雄市長・馬渕均教育長が10月13日をもって退任されました。お二人は長きにわたって、市政・教育
行政に精励され、議会とともに本市の発展にご尽力いただきました。今後のご活躍をお祈りしています。

教
育
長
　
　
馬
渕
均 

氏

初
就
任
日
：
令
和
３
年
４
月
１
日

在
任
通
算
：
２
期
　
３
年
６
カ
月

米
原
市
長
　
平
尾
道
雄 

氏

初
就
任
日
：
平
成
17
年
３
月
７
日

在
任
通
算
：
４
期
　
15
年
７
カ
月御退任
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議会災害対策会議の設置

議会災害調査特別委員会の設置

大規模な災害からの復興に係る総合的な計画の審査

オンライン委員会の開催ルール制定

「米原市議会機能継続計画」を策定しました！

①

②

③

④

　米原市議会では、災害発生時対応要領を定めており、今日まで要領に基づいて災害対応を行ってきました。
　今般、災害対応のさらなる強化を目的に、議会基本条例を改正し、災害時における議会の役割の明確化や、機能
維持に係る方針などを、「米原市議会機能継続計画」で定め、災害時の議会体制を体系的に整備しました。計画の
骨子は下記のとおりであり、対応を事前に定めることにより、災害時にも議会として迅速に動いていきます。

　市の災害対策本部が設置された災害の発災初期に、議長が必要と認めた場合、議会としての情報収集および災
害調査などを目的に全議員で組織し始動します。

　大規模災害であった場合、前述の議会災害対策会議から情報などを引き継ぎ、議会災害調査特別委員会を設置
します。被災した米原市を早期に復旧させるため、市内の被災状況を調査し、意見書を上程し、国・県へ要望活動
などを実施します。

　米原市議会として、政策的な方向性を決める計画で議決しなければならないものは、市総合計画基本構想およ
び基本計画、都市計画マスタープラン、教育振興基本計画の３つとなっています。これに「大規模な災害からの復
興に係る総合的な計画」を追加し、復興計画についてのチェック機能を設けます。

　大規模な災害や重大な感染症のまん延により、議員が委員会開催場所に参集できない場合でも、オンラインに
より委員会に出席できるよう詳細なルールを定めました。これにより、災害の発生などに関わらず議員が委員会
に出席でき、審査を行うことができます。

このような大規模災害が米原市で発生したときに計画に基づいて行動します

令和６年能登半島地震（石川県輪島市）
出典：石川県ホームページ

東日本大震災（福島県相馬市）
出典：東北地方整備局震災伝承館
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昨
年
同
様
、今
年
も
各
地
で
猛
暑
日
が
続
き
ま
し
た
。
気
象
庁

に
よ
る
と
全
国
１
５
３
の
観
測
点
の
う
ち
62
地
点
で
、７
月
の
月

平
均
が
歴
代
１
位
と
な
り
、
昨
年
に
続
き
記
録
の
更
新
と
な
り

ま
し
た
。
気
象
変
動
の
監
視
に
用
い
て
い
る
15
地
点
の
観
測
値

に
よ
る
日
本
の
月
平
均
気
温
の
基
準
値
か
ら
の
偏
差
は
＋
２
・

１
６
℃
で
、
統
計
を
開
始
し
た
１
８
９
８
年
以
降
の
７
月
と
し

て
、最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、災
害
級
の
暑
さ
が
新

た
な
災
害
を
招
く
よ
う
に
、ス
ー
パ
ー
台
風
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
そ
の
台
風
は
、大
雨
を
降
ら
し
、木
々
を
倒
し
、山
を
削
り
新

た
な
災
害
を
米
原
市
に
引
き
起
こ
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
伊
吹
山
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
は
、初
め
は
山
の
中
だ
け
で
し

た
が
、
雪
が
山
頂
か
ら
降
る
よ
う
に
、
麓
に
降
り
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か
が
行
政
と
し
て
試

さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
一
人
一
人
も
試
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
持
ち
、「
い
ざ
と
い
う
時
」
に
適
切
に

行
動
で
き
る
よ
う
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
細
野
正
行
）

委 員 長　山口　久志

副委員長　振角　大祐

委　　員　鹿取　和幸

委　　員　細野　正行

委　　員　山𦚰　正孝

委　　員　𠮷田　周一郎

編
集
後
記

次回  令和６年第４回（12月） 定例会の予定議 会 の 動 き
７月

　5日	 湖北地域消防組合議会　臨時会
　9日	 議会だより編集委員会
16日	 長浜・米原市議会連絡協議会総会
17日	 委員会協議会（2常任委員会）
18日	 行政視察受入（北海道帯広市）
22・23日　民生教育常任委員会　行政視察
25・26日　総務産業建設常任委員会　行政視察

８月

　7日	 委員会協議会（2常任委員会）
　8日	 議会デジタル化広聴推進委員会（意見交換会）
13日	 長浜水道企業団議会　定例会
19日	 湖北地域消防組合議会　定例会
21日	 議会運営委員会
	 民生教育常任委員会　現地踏査
22日	 湖北広域行政事務センター議会　定例会
23日	 議員全員協議会
27日	 議会運営委員会
30日	 第3回定例会【初日】
	 議員全員協議会
	 予算・決算常任委員会（全体会）
	 議会だより編集委員会

９月

　3日	 第3回定例会【2日目】一般質問
　4日	 第3回定例会【3日目】一般質問
　5日	 総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会 
　6日	 総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
10日	 民生教育常任委員会、予算・決算分科会
11日	 民生教育常任委員会、予算・決算分科会
19日	 予算・決算常任委員会（全体会）
20日	 議会運営委員会
24日	 第3回定例会【4日目】
	 議員全員協議会
25日	 予算・決算常任委員会（全体会・決算審査）
26日	 総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会（決算審査）
27日	 総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会（決算審査）
30日	 総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会（決算審査）

10月

　1日	 民生教育常任委員会、予算・決算分科会（決算審査）
　2日	 民生教育常任委員会、予算・決算分科会（決算審査）
　3日	 民生教育常任委員会、予算・決算分科会（決算審査）
10日	 予算・決算常任委員会（全体会・決算審査）
	 議会運営委員会
11日	 第3回定例会【最終日】
	 議員全員協議会
	 予算・決算常任委員会（全体会）

議 会 の 傍 聴 傍聴を希望される方は、当日に米原市役所
本庁舎５階・議会事務局へお越しください。

本会議の中継 開会日、代表・一般質問、閉会日の本会議の
模様を伊吹山テレビでご覧いただけます。

本会議の録画配信 本会議の模様を録画配信しています。
http://www.kensakusystem.jp/maibara-vod/

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

日 月 火 水 木 金 土
【開会予定時刻】
開会日：10:00、一般質問・委員会：9:30
閉会日：10:15
※日程・時間は、変更の場合有

11/29
開会
予算・決算
委員会

30

12/1 2 3
一般質問

4
一般質問

5
民生教育
委員会・予算
決算分科会

6
民生教育
委員会・予算
決算分科会

7

8 9 10
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

11
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

12 13 14

15 16 17 18
予算・決算
委員会

19 20
議会運営
委員会

21

22 23
閉会日



紹介

総務産業建設常任委員会　行政視察研修

  沿線一体での鉄道利用拡大に向けて

民生教育常任委員会　行政視察研修

  地産地消の学校給食と農福連携について

国スポ・障スポに向けて機運醸成を

  国スポリハ大会に出席しました

さらなる地域支援に向けて

  社会福祉協議会と意見交換を行いました

常
任
委
員
会
　
行
政
視
察
研
修

先
進
地
の
事
例
を
市
政
に
生
か
す

わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く

国
ス
ポ
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

社
会
福
祉
協
議
会
と
の

意
見
交
換
会

　７月２５日に、山形県長井市で山形鉄道フラワー長井線について視
察を行いました。長井市は、市役所庁舎が駅と一体化しており、またフ
ラワー長井線を上下分離方式としていることから、駅直結の連絡通路
があり近江鉄道を上下分離方式とした本市とも似通った自治体です。
　今回の視察では、沿線一体となった利用拡大と活性化の促進を図るべく、駅の乗降客のみに依存し
ない収益モデルとして独創的なイベントを実施されていることを学びました。
　７月26日には、山形県南陽市で空き家対策についての視察を予定していましたが、激しい降雨に
より、担当部署が災害対応をされていたため、視察を辞退しました。いただいた資料からは、南陽市
も本市同様、空家バンク登録数の伸び悩みに苦慮されていることが分かりました。

　７月２２日に、愛媛県今治市で有機農作物を活用した学校給食について視察を行いました。給食
に利用する米は100％今治産、パンに使用する小麦でも90％以上が今治産を使用するなど、有機農
作物の生産にあわせ、地元産農作物もふんだんに使用し、地産地消を達成されています。
　７月２３日には、岡山県笠岡市で農業と福祉の連携について、地元で
農業をされている丹原農園様にお話しを伺いました。
　主ににんにくを栽培されていて、その植付や収穫に作業所の方々の
力を借りておられます。季節に応じて作業量に大幅な変動があるため、
農業者と福祉事業所との連携により労働力が確保でき、また障がい者
にとっても、安定した賃金を得られることから、両者にとってプラスが見込める制度と感じました。

　９月21日から25日まで、国スポに向けたリハーサル大会（全日本
社会人ホッケー選手権大会）が開催され、議長が来賓として出席しま
した。米原市では、来年の国スポでホッケーが正式競技として実施
されます。議会としても大会が成功するよう応援していきます。

　８月８日に議会デジタル化広聴推進委員会と、米原市社会
福祉協議会が意見交換を行いました。福祉人材や財源の不
足などにより厳しい状況に置かれ、求められている活動の継
続が難しくなってきているとの意見をいただきました。

環境に配慮し、植物油インキを使用しています。

長井市での視察風景

今治市での視察風景

意見交換会の様子

市議会議長賞を贈呈する議長


